
公表：令和3年3月30日

事業所名　　彩の国学舎　くき学園　青葉中央校
チェック項目 はい どちらとも

いえない いいえ わからない ご意見
ご意見を踏まえた

対応

1
子どもの活動等のスペースが十分に確保さ
れているか

100.0% 0.0% 0.0% 0.0%

2 職員の配置数や専門性は適切であるか 100.0% 0.0% 0.0% 0.0%

3
事業所の設備等は、スロープや手すりの設
置などバリアフリー化の配慮が適切になさ
れているか

63.6% 0.0% 0.0% 0.0%

4
子どもと保護者のニーズや課題が客観的に
分析された上で、放課後等デイサービス計
画※ⅰが作成されているか

100.0% 0.0% 0.0% 0.0%
・どのような計画に基
づいて勉強をしてい
るのか聞きたい。

RV-PDDCAサイクル
に基づき、指導計画
をしております。ま
た、その状況につい
て十二分に情報共
有がなされていない
こと大変申し訳ござ
いません。生活の記
録等や指導計画書
にてお話させていた
だこうと思います。

5
活動プログラム※ⅱが固定化しないよう工
夫されているか

100.0% 0.0% 0.0% 0.0%
・勉強だけではなくス
ポーツなどもしてほし
い。

・ご意見ありがとうご
ざいます。学年に応
じてでございます
が、一部運動療育も
取り入れました。

6
放課後児童クラブや児童館との交流や、障
がいのない子どもと活動する機会があるか

77.3% 9.1% 0.0% 0.0%
・わが子から聞いたこ
とないのでわかりま
せん。

・コロナ禍等でなか
なか機会がございま
せんが、地域立くき
学園として機会がご
ざいましたら是非と
もやってみようと思

7
支援の内容、利用者負担等について丁寧な
説明がなされたか

100.0% 0.0% 0.0% 0.0%

8
日頃から子どもの状況を保護者と伝え合
い、子どもの発達の状況や課題について共
通理解ができているか

100.0% 0.0% 0.0% 0.0%

・お互いに時間にゆ
とりがないため、「日
頃から」というのは難
しい状況です。

・難しい状況でありな
がらも、しっかりと記
録を残し、計画性の
下より良い変容へ繋
げていきたいと思い

9
保護者に対して面談や、育児に関する助言
等の支援が行われているか

95.5% 0.0% 0.0% 0.0%

10
父母の会の活動の支援や、保護者会等の
開催等により保護者同士の連携が支援され

63.6% 0.0% 0.0% 0.0%

11

子どもや保護者からの苦情について、対応
の体制を整備するとともに、子どもや保護者
に周知・説明し、苦情があった場合に迅速
かつ適切に対応しているか

90.9% 9.1% 0.0% 0.0%
・そのような事態に
なったことがないので
わかりません。

・現状ではなくとも、
重要事項説明書に
定めますとおり苦情
管理・解決責任者の
下迅速に対処いたし

12
子どもや保護者との意思の疎通や情報伝
達のための配慮がなされているか

100.0% 0.0% 0.0% 0.0%

13

定期的に会報やホームページ等で、活動概
要や行事予定、連絡体制等の情報や業務
に関する自己評価の結果を子どもや保護者
に対して発信しているか

68.2% 18.2% 0.0% 0.0%

14 個人情報に十分注意しているか 100.0% 0.0% 0.0% 0.0%
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15
緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感
染症対応マニュアルを策定し、保護者に周
知・説明されているか

90.9% 0.0% 0.0% 0.0%

16
非常災害の発生に備え、定期的に避難、救
出、その他必要な訓練が行われているか

90.9% 0.0% 0.0% 0.0%

17 子どもは通所を楽しみにしているか 100.0% 0.0% 0.0% 0.0%

・先生に会いに行くこ
とを楽しみにしている
ようです。
・勉強だけではなく、
お話を聞いてもらうの
が愉しみなようです。
・友達や先生と会うた
めに登園している。

・自治体の定める、
上限の日数こそござ
いますが、毎日利用
したくなるように職員
一同心掛けておりま
す。何よりも大切なも
う一つの居場所とし
て提供できればと考
えております。

18 事業所の支援に満足しているか 100.0% 0.0% 0.0% 0.0%

・進路や学習面でと
ても助かっていま
す。
・子どもが本当に変
容した。

・一朝一夕では叶わ
なくとも、日々の努力
で夢実現へ向けて着
実に進んでいると思
います。

※ⅰ 放課後等デイサービスを利用する個々の子どもについて、その有する能力、置かれている環境や日常生活全般の状況に関する
アセスメントを通じて、総合的な支援目標及び達成時期、生活全般の質を向上させるための課題、支援の具体的内容、支援を提供す※ⅱ 事業所の日々の支援の中で、一定の目的を持って行われる個々の活動のこと。子どもの障がい特性や課題、平日／休日／長
期休暇の別等に応じて柔軟に組み合わせて実施されることが想定されている。
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